
①
元
気
大
学
の
開
設
は
い
つ
か
。元
気
な
狭

山
を
つ
く
る
た
め
の
人
材
育
成
の
機
関
と
と

ら
え
て
良
い
の
か
。　

②
新
た
な
人
材
育
成

に
先
立
ち
、１
千
１
０
０
人
の
職
員
こ
そ
、

最
大
の
人
材
活
用
で
は
な
い
か
。西
口
再
開

発
投
資
が
こ
の
不
況
下
で
は
過
大
す
ぎ
、子

育
て
支
援
を
含
め
５
％
の
各
課
予
算
の
削
減

で
、市
民
奉
仕
の
人
材
が
効
果
的
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

①
元
気
な
狭
山
を
支
え
る
人
づ
く
り

と
、人
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を
理
念
に
、

人
材
育
成
機
関
と
し
て
平
成
23
年
度
の
開
設

に
向
け
準
備
し
て
い
る
。　

②
市
職
員
の
活

用
は
、適
材
適
所
に
よ
る
人
事
配
置
や
能
力

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
な

ど
を
通
じ
て
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

◆
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
と
の
協
議
は
重
要

　

今
あ
る
人
材
の
活
用
で
は
、２
千
人
を
超

え
る
卒
業
生
が
い
て
、学
校
教
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
。Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

の
事
業
の
受
託
団
体
・
狭
山
市
高
齢
社
会
を

考
え
る
会
と
狭
山
市
の
協
議
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

総
合
政
策
部
長　

狭
山
シ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
事
業
の
受
託
団
体
と
の
協

議
は
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
尊
重
し
、団
体

の
意
向
も
十
分
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

◆
今
後
の
法
人
市
民
税
・
個
人
市
民
税
の
税

収
予
測
は
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長　

内
閣
府
発
表
の
月
例
経
済
報
告

で
は
、６
月
以
降
、景
気
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
な

ど
、や
や
上
向
き
の
表
現
で
は
あ
る
が
、引

き
続
き
厳
し
い
企
業
経
営
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、平
成
22
・
23
年
度
の
法
人
市
民
税
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
る
と
考
え
る
。ま
た
、

個
人
市
民
税
も
、退
職
に
よ
る
所
得
の
減
少

や
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
で
、影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
。

◆
福
祉
の
実
現
で
元
気
な
狭
山
を

　

答
弁
を
受
け
て
、意
見
要
望
を
申
し
上
げ

ま
す
。市
長
の
公
約
で
あ
る
元
気
な
狭
山
を

つ
く
る
に
は
、子
育
て
を
大
切
に
す
る
ま
ち

で
あ
り
、市
民
と
企
業
が
居
心
地
の
い
い
ま

ち
は
、狭
山
市
の
自
主
財
源
で
あ
る
個
人
市

民
税
・
法
人
市
民
税
を
安
定
さ
せ
ま
す
。来

年
度
予
算
編
成
こ
そ
思
い
切
っ
た
軌
道
修
正

で
、子
育
て
福
祉
、高
齢
者
福
祉
の
実
現
で

元
気
な
狭
山
の
実
現
を
多
く
の
市
民
が
望
ん

で
い
ま
す
。

◆
疾
病
予
防
・
健
康
増
進
に
取
り
組
む
際
の

基
本
的
な
考
え
方
は

市
長　

と
で
、生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
健
康
管
理
を

行
い
生
涯
を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
。

◆
予
防
の
具
体
策
と
し
て
の
予
防
接
種

　

抵
抗
力
を
持
た
な
い
乳
幼
児
が
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型（
ヒ
ブ
）」
で
発
症
す
る
、

細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
幼
い
命
を
守
る
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
要
望
し
ま
す
。

①
日
本
の
予
防
接
種
体
制
の
現
状
を
ど
う
考

え
る
か
。　

②
市
内
の
ヒ
ブ
に
よ
る
小
児
細

菌
性
髄
膜
炎
の
現
状
は
。　

③
市
が
予
防
接

種
な
ど
を
公
費
助
成
す
る
場
合
の
要
件
は
。

保
健
担
当
部
長　

①
感
染
症
の
集
団
予
防
を

重
点
に
実
施
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、公
衆
衛

生
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。　

②
２
歳
未
満
が

発
症
し
や
す
い
。報
告
義
務
が
な
い
た
め
集

計
が
な
い
が
、県
内
で
は
昨
年
４
人
で
あ
っ

た
。　

③
法
に
定
め
る
定
期
予
防
接
種
は
公

費
と
考
え
る
。任
意
の
予
防
接
種
は
一
定
の

効
果
が
あ
り
、定
期
接
種
と
同
様
の
救
済
制

度
が
導
入
さ
れ
た
場
合
は
検
討
の
対
象
。

◆
高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
を
要
望
し
ま
す
。本
格
的
な
流
行
が

予
想
よ
り
早
ま
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
対
策
の
状
況
と
取
り
組
み
は
。

①
国
、県
や
医
療
機
関
と
連
携
し
た
情
報
共

有
や
機
動
的
連
携
体
制
は
。　

②
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
や
妊
婦
、乳
幼
児
ら
「
高
リ

ス
ク
者
」
対
策
は
。　

③
高
齢
者
の
多
い
介

護
・
福
祉
施
設
で
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
対
策

は
。　

④
学
校
現
場
・
保
育
現
場
で
の
予
防

策
や
流
行
が
お
き
た
際
の
取
り
組
み
は
。　

⑤
基
本
的
予
防
の
た
め
の
市
民･

地
域･

事

業
所
へ
の
啓
発
活
動
は
。

保
健
担
当
部
長　

①
国
、県
、保
健
所
と
医

師
会
と
情
報
交
換
を
行
い
、共
有
化
を
図
る
。

医
師
会
と
は
緊
急
時
の
対
制
に
つ
い
て
協
議

済
み
で
あ
る
。　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
啓
発

用
チ
ラ
シ
で
対
応
。　

③
手
洗
い
、う
が
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
、チ
ラ
シ
、ポ
ス
タ
ー
で
の

周
知
、来
訪
者
な
ど
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

の
協
力
な
ど
を
実
施
。　

④
学
校
は
県
の
指

示
ど
お
り
に
対
応
、保
育
現
場
は
保
護
者
に

手
洗
い
、う
が
い
、健
康
状
態
の
観
察
な
ど

を
依
頼
。職
員
は
健
康
管
理
に
努
め
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
共
通
理
解
を
図
る
。　

⑤
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
に
掲
載
し
、チ
ラ
シ
を
全

戸
配
布
。今
後
も
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。

調
和
の
と
れ
た

財
政
運
営
が
重
要

大　

島　

政　

教　

議
員

（
無　

所　

属
）

保
健
予
防
対
策
の
充
実
を

加
賀
谷　
　

勉　
　

議
員

（
公　

明　

党
）

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る｣  

こ
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◆
厚
生
労
働
省
の「
通
知
」

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
１
日
、「
生
活
に
困

窮
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
「
通
知
」
を

出
し
、国
保
の
被
保
険
者
に
対
す
る
具
体
的

な
対
応
を
指
示
し
た
。厚
労
省
通
知
を
ど
う

受
け
止
め
ま
す
か
。

市
長　

厚
生
労
働
省
の
通
知
は
必
要
な
対
策

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。生
活
保
護
、医

療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、情
報
の
共
有

化
を
図
り
、適
切
な
相
談
対
応
に
努
め
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
の
減
免

　

国
保
加
入
者
は

所
得
の
低
い
世
帯

が
多
い
の
に
、社

会
保
険
に
比
べ
保

険
料
負
担
が
高
い
。

国
保
税
の
減
免
規

定
を
明
ら
か
に
し

て
く
だ
さ
い
。

保
健
担
当
部
長

　

対
象
は
、所
得

◆
東
西
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
と
駅
ビ
ル
新

築
工
事
の
建
築
総
額
は
、29
億
４
千
２
０
０

万
円
で
契
約
さ
れ
工
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
は

設
置
費
用
が
合
計
１
億
６
千
万
円
で
西
武
鉄

道
の
負
担
の
は
ず
。こ
れ
が
い
つ
市
の
負
担

に
変
わ
っ
た
の
か
。

市
長　

橋
上
駅
舎
整
備
事
業
費
の
負
担
割
合

の
協
議
で
、当
初
か
ら
既
存
の
駅
に
な
い
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、多
目
的

ト
イ
レ
、そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
施
設
の
整
備
費
用
相
当
分
を
、橋
上
駅
舎

の
全
体
事
業
費
の
中
で
、鉄
道
負
担
を
３
分

の
１
と
し
た
も
の
。

◆
見
積
も
り
合
わ
せ
は
、予
定
金
額
に
達
し

て
い
な
い
た
め
に
３
回
行
っ
て
い
る
が
、２

回
目
、３
回
目
も
他
の
２
者
は
１
回
目
の
最

低
よ
り
高
い
金
額
で
見
積
も
っ
て
い
る
。落

札
率
は
予
定
価
格
の
99
％
で
あ
る
。こ
れ
で
、

公
正
な
見
積
も
り
合
せ
だ
っ
た
と
い
え
る
か
。

市
長　

見
積
も
り
合
わ
せ
は
参
加
業
者
を
一

堂
に
集
め
、そ
れ
ぞ
れ
見
積
額
を
提
示
さ
せ

て
行
っ
た
も
の
。こ
の
見
積
も
り
合
わ
せ
は
、

西
武
鉄
道
が
社
内
規
定
に
従
い
、契
約
担
当

部
署
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
適
正
に

行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
29
億
４
千
２
０
０
万
円
か
ら
西
武
鉄
道
負

担
の
解
体
工
事
費
２
億
５
千
万
円
、エ
レ
ベ

ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
１
億
６
千
万
円

を
差
し
引
く
と
25
億
３
千
２
０
０
万
円
。延

べ
面
積
が
１
千
７
０
０
坪
で
１
坪
建
築
単
価

は
１
４
８
万
円
と
な
る
。こ
れ
か
ら
計
算
す

る
と
自
由
通
路
駅
舎
建
築
工
事
総
額
は
８
億

３
千
万
円
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
で
は
事
業
費
を
３
倍
の
24
億
８
千
万
円

を
見
込
み
、16
億
１
０
０
万
円
も
多
い
。武

蔵
藤
沢
駅
の
場
合
、券
売
機
や
自
動
改
札
な

ど
の
設
備
は
西
武
鉄
道
負
担
。こ
れ
ば
か
り

か
狭
山
市
は
売
店
ま
で
市
の
負
担
と
す
る
。

こ
れ
で
も
適
切
な
事
務
執
行
か
。監
査
委
員

の
見
解
を
。

代
表
監
査
委
員　

事
務
の
執
行
の
適
正
性
に

つ
い
て
は
、行
政
事
務
と
財
務
事
務
が
結
び

つ
い
て
い
る
点
か
ら
、一
般
的
に
、定
期
監

査
や
決
算
審
査
に
お
い
て
、財
務
監
査
と
と

も
に
確
認
し
て
い
る
。そ
の
際
に
、関
係
書

類
な
ど
の
提
出
を
求
め
、事
務
の
執
行
が
予

算
、議
決
、関
係
法
令
な
ど
に
基
づ
き
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
さ
れ
、そ
の
結
果

に
つ
い
て
は
、意
見
書
な
ど
で
議
会
、市
長
、

関
係
機
関
に
報
告
し
て
あ
る
。

が
著
し
く
減
少
し
担
税
力
が
な
く
生
活
保
護

に
準
ず
る
世
帯
、生
活
保
護
世
帯
、災
害
な

ど
で
被
災
し
た
世
帯
。減
免
に
当
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
納
税
相
談
で
生
活
実
態
を
十
分
把

握
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

◆
一
部
負
担
金
減
免
の
活
用

　

生
活
困
窮
者
へ
の
医
療
費
一
部
負
担
金
減

免
の
適
用
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
、市
民
へ

分
か
り
や
す
く
、申
請
し
や
す
い
も
の
に
改

善
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
担
当
部
長　

適
用
基
準
は
、災
害
な
ど

で
被
災
し
た
場
合
、失
業
な
ど
で
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
、生
活
保
護
に
準
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、医
療
費
が
多
額
で
生

活
や
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
な
ど
。周
知
方
法
は
、納
付
書
に
同

封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
国
民
健
康
保
険
の

し
お
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
紙
な
ど
。

◆
医
療
機
関
、生
活
保
護
と
の
連
携

　

医
療
費
の
未
払
い
金
の
実
情
を
一
番
つ
か

め
る
の
は
医
療
機
関
で
す
。医
療
機
関
に
減

免
制
度
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。生

活
保
護
と
の
連
携
も
求
め
ら
れ
ま
す
。ど
う

対
応
し
ま
す
か
。

保
健
担
当
部
長　

医
療
機
関
へ
減
免
制
度
を

周
知
す
る
。ま
た
、窓
口
相
談
で
生
活
実
態

を
把
握
し
、生
活
保
護
担
当
課
と
連
携
を
図

り
き
め
細
や
か
な
相
談
対
応
に
努
め
て
い
く
。

◆
父
子
家
庭
へ
も
児
童
扶
養
手
当
を

　

母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当

が
父
子
家
庭
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
は
法
の

も
と
の
平
等
に
反
す
る
。財
政
的
に
も
そ
れ

ほ
ど
多
額
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
市
独

自
で
で
も
支
給
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
部
長　

児
童
扶
養
手
当
を
父
子
家
庭
に

支
給
す
る
改
正
法
案
が
参
議
院
に
提
出
さ
れ
、

同
院
で
可
決
さ
れ
た
経
過
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
へ
の
医
療
保
障

父
子
家
庭

実
質
金
額
の

３
倍
の
契
約
は
妥
当
か
？

田　

中　

寿　

夫　

議
員

（
市　

民　

21
）

広　

森　

す
み
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
の

健
康
保
険
証
と

納
税
通
知
書
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